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いいやま

３月２８日（土）に、「親
子でケータイストラップづ
くり」を行いました。
とてもカンタンに、カワイ
いストラップができます。
参加者からは、「こんなに
簡単にできるなんて…うち
に持って帰ってパパにあげ
ようかな」という声も聞か
れました。
また開催したいと思いま
す。（次ページに続く）

親子で

ストラップ作り♪

飯山市社会福祉協議会　平成２１年度予算 飯山市社会福祉協議会　平成２１年度事業計画
　

こ
の
度
、
当
協
議
会
の
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

お
き
ま
し
て
、
理
事
会
で
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
会
長
に
再

任
さ
れ
そ
の
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
あ
り
ま

す
が
決
意
を
新
た
に
し
、
飯
山

市
の
地
域
福
祉
、
介
護
福
祉

の
伸
展
の
た
め
更
に
最
善
の
努

力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
百
年
に
一
度
」
と

言
わ
れ
る
、
米
国
に
端
を
発

す
る
世
界
的
な
経
済
不
況
の

波
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
大

き
く
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
政
府
は
こ
の
不
況
か
ら
脱

却
す
る
た
め
各
種
の
経
済
対

策
を
打
ち
だ
し
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
底
を
打
つ
気
配
が
見

え
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

加
え
て
、
か
ね
て
か
ら
の
課
題

で
あ
る
人
口
の
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
よ
る
地
域
活
力
の
低
下

や
、
年
々
増
加
す
る
医
療
、
年

金
や
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

社
会
保
障
改
革
や
財
政
改
革
も

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
な
か
、「
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
行
政
施
策
な

ど
「
公
助
」
に
頼
る
だ
け
で
な

く
「
自
助
」「
共
助
」
の
精
神
が

大
切
で
す
。
飯
山
市
の
住
民
は

厳
し
い
地
理
的
、
自
然
環
境
的

条
件
の
な
か
、
生
活
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な「
と
う
ど
」や「
ゆ

い
」な
ど
の「
共
助
」の
習
慣
や
、

「
自
助
」
の
智
恵
を
古
く
か
ら

大
切
に
引
き
継
い
で
き
て
い
ま

す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
営
利
を
目
的
と
し

な
い
民
間
の
組
織
で
、
社
会
福

祉
法
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
に
唯
一
設
置
が
許
さ
れ

て
い
る
組
織
で
す
。

　

本
年
度
、
飯
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
は
、
本
市
が
も
つ
「
と

う
ど
」
や
「
ゆ
い
」
等
の
天
賦

の
財
産
を
生
か
し
な
が
ら
、
左

に
掲
げ
る
六
つ
を
柱
と
し
、
住

民
と
共
に
「
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
場
所
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ

る
福
祉
の
ま
ち
」
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

（
１
）
財
政
基
盤
、
組
織
基
盤
の
整
備

（
２
）
社
会
福
祉
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化

（
３
）
福
祉
に
関
す
る
住
民
意
識
の
高
揚
を
目
指
す
啓
発
宣
伝

（
４
）
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
の
推
進

（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

（
６
）
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
介
護
保
険
事
業
の
推
進

６つの柱

飯
山
市
社
協
理
事
の
ご
紹
介

　

今
年
度
の
飯
山
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
理
事
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
こ
の
理
事
が
、
上
の
「
事
業

計
画
」
と
左
の
予
算
に
も
と
づ

い
て
、
今
年
度
以
降
の
飯
山
市

社
協
の
運
営
に
携
わ
り
ま
す
。

　

右
の
「
事
業
計
画
」
に

も
と
づ
い
て
、
本
年
度
そ

れ
を
施
行
（
実
行
）
す
る

た
め
に
、
下
記
の
と
お
り
の

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
は
、
皆
様
か
ら

の
会
費
、
市
か
ら
の
委
託

金
・
補
助
金
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
の
配
分
金
そ
の

他
で
行
わ
れ
ま
す
。

地域福祉（一般）事業所

補助金
（33,581）

湯の入荘運営事業、ほの
ぼの弁当、見守りとうど
衆研修、生活福祉基金利
子補給、有償在宅福祉サー
ビス、災害時支え合い事
業、重度障害者屋外活動
支援事業等

共 同 募 金　　

　（7,224）

その他
（2,891）

寄付金
（4,770）

繰越金
（4,000）

会費
（4,446）

事業収入
（1,950）

その他
（4,006）

予備費
（4,000）

積立預金積立
（820） 事務費

（535）

介護保険事業収入

（551,207）

その他
（5,060）

施設整備等
補助金

（36,000）

受託金
（2,500）

介護保険事業所
飯山市社会福祉協議会理事名簿

平成２１年４月１日～平成２３年３月３１日

役　職 地区等 氏　　名
会　長 柳　原 岸田　勉
副会長 秋　津 傳田　幸雄
理　事 飯　山 大塚　博子
理　事 木　島 小野沢　宏
理　事 富　倉 丸山　勉
理　事 外　様 服部　英一
理　事 常　盤 小笹　靖詔
理　事 太　田 金崎　和昭
理　事 岡　山 北條　一義
理　事 学識経験者 丸山　宗明
理　事 学識経験者 木原　喜美子
理　事 学識経験者 大井　典子
理　事 学識経験者 山田　弘一

常務理事 社会福祉協議会 武田　誠
監　事 学識経験者 佐々木　修三
監　事 学識経験者 山崎　一郎

固定資産取得
（63,000）

予備費
（50,191）

積立預金積立
（22,000）

事務費
（13,888）

その他
（12,100）

社
会
福
祉
法
人

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

会
長　

岸
田　

勉

新
年
度
の
事
業
展
開

支 出
117,593

（千円）

収 入
694,767

（千円）

支 出
694,767

（千円）

事業費・人件費
（533,588）

～事業の内訳～
 　  居 宅 介 護 支 援

（ 常 盤 含 む ）、  ヘ ル

収 入
117,593

（千円）

受託金
（58,731）

 総 合 相 談、   
 転 倒 予 防、  
 脳 い き い き
教室、母子通
園 施 設・ 児

童 館 等 運 営 事 業 等

繰越金
（100,000）

事業費・人件費　
（108,232）

　 ～事業の内訳～
住 民 支 え 合 い（ 配
食 サ ー ビ ス・ ス マ
イ ル と う ど・ 見 守
りとうど研修会・小
地 域 災 害 時 支 え 合
い づ く り ）、 総 合 相

談、ボランティア活動推進、生活福祉基金、福祉
資金貸付、日常生活自立支援、高額療養費、福祉
金庫、善意銀行、転倒予防、脳いきいき教室、湯
の 入 荘・ 母 子 通 園 施 設・ 児 童セ ン タ ー / 館 / ク ラ
ブ・北部子育て支援センター運営、敬老事業、湯
の入の寄り、希望の旅、福祉教育推進、雪掘り
とうど修行塾、福祉団体助成、ボランティア交流集
会、ふれあい祭、地区社協活動支援、広報、地
域福祉啓発、子育てサロン助成、児童虐待防止、
歳 末 激 励、 災 害 援 護 金、 生 活 改 善 推 進 事 業 等

パーセンターゆきつ ばき、デイサービスセン
ター（ＤＳＣ）ゆきつばき（ショートステイ含
む）、ＤＳＣあじさい、ＤＳＣ常盤、ＤＳＣ瑞
穂（ショートステイ含む）、訪問入浴、その他


